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国際交流・韓国

　皆さん、こんにちは。ゴールデンウィークはどのようにお過ごしでしょうか。

　今回は姉妹都市である韓国の扶
プ

餘
ヨ

郡
グ ン

にあり、世界遺産として登録されて

いる「扶蘇山城」についてご紹介したいと思います。

　姉妹都市である扶餘は、百
く

済
だ ら

の最後の都であったところで、当時は泗
サ

沘
ビ

といわれていました。扶蘇山城は、王宮の背後にある扶蘇山の稜線と谷を

横切るように築かれたもので、王宮との関係は、まさに、大宰府政庁と四

王寺山（大野城跡）のような配置になっています。普段は後苑(宮殿の庭園)

として利用されましたが、非常時には防御施設として用いられました。

　扶蘇山城の城壁は、土を固めて築き上げる「版
は ん ち く

築技法」でつくられました。

この技法は、太宰府の水城が築かれるときにも用いられました。これを見ると、

扶餘と太宰府の歴史的なつながりを感じますよね。

　扶蘇山からは、その河口あたりで白
は く そ ん こ う

村江の

戦いがあったといわれている白
ペ ン  マ  ガ ン

馬江を見下ろす

ことができ、山を下って白馬江の遊覧船に乗る

と、扶蘇山の全景を見渡しながら風景を楽し

むこともできます。そのほかに、扶蘇山には、

落
ナ ッ

花
カ

岩
ア ム

や皐
コ

蘭
ラ ン

寺
サ

などの名勝があります。

　扶餘までは、仁
イ ン

川
チョン

空港から直行のリムジン

バスが毎日３便運航（所要時間３時間10分）さ

れるようになり、大変便利になりました。扶

餘の街並みも太宰府とよく似ており懐かしさ

を感じることができますので、一度訪れてみ

てはいかがでしょうか。

※白村江の戦い：西暦６６３年に唐・新羅連合軍と百済・倭連合軍が
百済国の復興をめぐって戦い、百済・倭連合軍が大敗した戦い。
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上空から見た扶餘の街並み

扶蘇山城の土塁


